
５ ⽶穀周年供給・需要拡⼤⽀援事業
【令和５年度予算概算決定額 5,033（5,033）百万円】

＜対策のポイント＞
⽣産者、集荷業者・団体の⾃主的な取組により需要に応じた⽣産・販売が⾏われる環境を整備し、産地の判断により、主⾷⽤⽶を⻑期計画的に販売する

取組や海外⽤など他⽤途への販売を⾏う取組等を実施する体制を構築するため、⺠間主導のコメの周年供給・需要拡⼤等に対する取組を⽀援します。
＜事業⽬標＞
⽣産者、集荷業者・団体による⾃主的な経営判断や販売戦略に基づく、需要に応じた⽶の⽣産・販売の実現

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．業務⽤⽶、新市場開拓⽤⽶等の安定取引拡⼤⽀援
産地と中⾷・外⾷事業者等との安定取引を拡⼤するため、⺠間団体等が⾏う業

務⽤⽶の⽣産・流通の拡⼤に向けた展⽰商談会、新たな需要開拓に向けた販売
促進、海外業務⽤需要などの新たな市場開拓に必要な取組等を⽀援します。

２．周年供給・需要拡⼤⽀援
産地において、あらかじめ⽣産者等が積⽴てを⾏い、以下の取組を実施する場合

に⽀援します。
① 主⾷⽤⽶を翌年から翌々年以降に⻑期計画的に販売する取組（収穫前契
約、複数年契約の場合は追加的に⽀援）
② 主⾷⽤⽶を海外向けに販売する際の商品開発、販売促進等の取組
③ 主⾷⽤⽶を業務⽤向け等に販売する際の商品開発、販売促進等の取組
④ 主⾷⽤⽶を⾮主⾷⽤へ販売する取組

１．業務⽤⽶、新市場開拓⽤⽶等の安定取引拡⼤⽀援

２．周年供給・需要拡⼤⽀援

［お問い合わせ先］農産局企画課（03-6738-8974）
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事業の内容 事業の流れ

⽶を利⽤した新たな商品開発等の取組
⽶の需要減少が継続する中で、⽶の需要を拡⼤・創出し、主⾷⽤⽶の需給ギャップを縮⼩させるため、⽶を利⽤した新たな商品開

発等の取組を⽀援します。

１．新たな商品開発等に向けた体制構築の取組 ＜事業実施主体が実施＞

（１）新商品開発等を行う事業実施者の公募、審査、採択等（事務局機能）

（２）新商品に関する優れたアイディアを競うコンテストの実施

（２②において商品化・事業化に取り組む事業者を別途公募し、支援）

（３）新商品の開発・販路開拓のための支援

商談会の開催、マーケティング等の専門家のあっせん、情報発信など、需要創出

に貢献する取組

２．新たな商品開発等の取組 ＜事業実施者が実施＞

〇 支援対象となる取組：

① 事業実施者がこれまでに製造又は販売を行っていない新規性のある商品の開発、

プロモーション等

② 事業実施主体が実施するコンテストの受賞アイディアの商品化・事業化

（①の要件を満たすものに限る）

〇 対象経費：

市場調査、試作品の検討や製造、パッケージの開発、ラベルのデザインの作成、

成分分析、パンフレットの作成、試食会の開催、商談会への出展、テストマーケ

ティング、機械の導入（レンタル・リース）に要する経費

〇 補助率 ： 定額（テストマーケティング、機械のみ1/2）

〇 補助上限/下限： 1000万円/100万

〇 採択方針：

米の需要拡大・創出への貢献度合い等に応じて外部有識者による審査委員会で判定

需要拡⼤・創出 商品開発

農林⽔産省

事業実施主体＜事務局＞
（⺠間団体等）※公募により選定

事業実施者
（⺠間事業者）

補助⾦

申請
（2①の取組）

販路開拓

令和５年度予算概算決定額 69百万円

［お問い合わせ先］農産局企画課（03-6738-8964）

スケジュール（イメージ）

２月～３月下旬 事業実施主体の選定

５月頃 事業実施者の公募（２①の取組）

申請
（2②の取組）

1（1）事業実施者の公募・審査・採択

1（3）新商品の開発・
販路開拓の⽀援

1（2）新商品アイディアコンテストの
実施

 米を利用した新商品等に関する優れたアイ
ディアを競うコンテストを実施（商品化・
事業化のリソースは持たないがアイディア
を有する者（学生等）からの参加を想定）

補助⾦

新商品アイディアコンテスト（昨年度の例）

７月頃 アイディア募集

９月頃 発表会（表彰式）

10月頃 事業実施者の公募（２②の取組）

⽶穀周年供給・需要拡⼤⽀援事業のうち
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